
競 技 注 意 事 項 
 

1．本⼤会は、2022 年度⽇本陸上競技連盟競技規則及び本⼤会申し合わせ事項により⾏う。 
 
2．競技場の⼊場について 
① 開⾨時刻は 8 時 00 分とする。 
② 競技者およびコーチ受付は、三重交通 G スポーツの杜伊勢の正⾯⽞関で⾏う。 

受付以降、⼊場の際は発⾏されたカラーリストバンドを携⾏する。 
コーチや付き添いの⼈数に制限は設けない。 

③ ⼊退場はゲート１及びゲート 4 のみとする（正⾯⽞関の出⼊りは不可とする）。 
④ スタンドには正⾯⽞関横の階段から上がることとする。観戦時はマスクを着⽤し、隣り
の１席を開けて着席する。 

 
 
3．更⾐について 
① メインスタンド 1 階に更⾐室を⽤意する。 
② 更⾐室内の使⽤は 10 名までとし、更⾐後は直ちに退出すること。なお、マスク着⽤のう
え会話はしないこと。更⾐した荷物は置かないこと。 
③ シャワーの使⽤は禁⽌する。 
 
4．練習について 
① 三重交通 G スポーツの杜伊勢のトラック（第 1-2 コーナー）およびバックスタンド下室
内練習場をウォーミングアップ場とする。但し、芝⽣内は⽴ち⼊りを禁⽌する。 
② 跳躍の練習は招集の完了後に競技役員の指⽰により、競技場所で⾏うこと。⾛⾼跳及び
棒⾼跳では任意の⾼さを審判に伝え、練習跳躍を⾏う。 
 
5．招集について 
① アスリートビブスは受付で配付されたものを使⽤する。 
② 招集は現地で⾏う。招集完了時刻についてはタイムテーブルに記載する。 

選⼿・コーチ・観客受付 

ゲート 4 ゲート 1 



③ 招集完了時刻に遅れた競技者は⽋場するものとして処理する。 
④ 競技者は、アスリートビブス・競技⽤靴のスパイクピンおよび靴底の厚さの点検を受け
ること。 
⑤ 携帯電話等、競技規則 TR６.３.２に関わる機器を跳躍ピットに持ち込んでいないか確
認を受ける。 
⑥ 代理は認めない。 
⑦ ⽋場する競技者は、前⽇までは info@jumpfestival.jpまでメールで報告する。 
 
6．競技について 
① ⾛⾼跳及び棒⾼跳のバーの上げ⽅は、後⽇公表する。 
② ⾛幅跳の踏切板の位置は砂場から 2ｍとする。 
③ ⾛幅跳・三段跳の選⼿権は 3 本+トップ 8 は更に 3 本、記録会は全選⼿ 3 本の跳躍とす
る。三段跳の踏み切板の位置は、男⼦選⼿権が砂場から 13ｍ及び 11m、⼥⼦選⼿権が 10ｍ
とする。男⼦は踏切板の位置に関わらず出場選⼿上位 8 名がトップ 8 に進むこととする。 
④ ⾛⾼跳・棒⾼跳は、選⼿権及び記録会ともに通常の試合形式で⾏う。順位付けは選⼿権
のみとする。 
 
7．抗議について 
 競技の結果発表はアナウンスにて⾏う。競技の結果⼜は競技についての抗議は、各種⽬の
審判⻑に申告すること。申告は、結果確定後３０分までとする。 
 
8．表彰について 
選⼿権優勝者には副賞を贈呈する。 
 
9．個⼈情報の取扱いについて 
① 主催者および共催者は個⼈情報保護に関する法令等を遵守し、⽇本陸上競技連盟個⼈情
報保護⽅針に基づいて取り扱う。なお、取得した個⼈情報は、本⼤会の資格審査、プログラ
ム編成会議および作成、記録発表や公式 WEB ページ、その他競技運営および陸上競技に
必要な連絡等に利⽤する。 
② ⼤会はインターネットで動画配信を⾏うことがある。 
③ ⼤会の映像･写真･記事･個⼈記録等は、主催者および主催者が承認した第三者が⼤会運
営や宣伝の⽬的で、⼤会プログラム･ポスター等の宣伝材料、グッズ製作、テレビ･ラジオ･
新聞･雑誌･インターネット等の媒体に掲載することがある。 
 
10．免責事項について 
① 競技中に⽣じた事故について、応急処置の他⼀切の責任は負わない。 



② 新型コロナ感染症の感染状況により急遽、競技会について変更になる場合がある。 
③ 競技会に関わる全ての⼈の感染に対するいかなる責任を負わない。 
 
11．新型コロナウイルスの感染拡⼤防⽌について 
① 前⽇の 17時までに体調チェックの Googleformを⼊⼒する。 
  https://forms.gle/qakmVCtSTnmJWUZi7 
② 来場に当たっては、運動時を除いて原則としてマスクを着⽤する。 
③ スタジアム内では競技役員の指⽰に従い、⾝体的距離を確保する。 
④ ⾶沫拡散を防ぐ為、声を出しての応援、⼤声・近距離での会話を避ける。 
⑤ 競技会終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、 
info@jumpfestival.jpまでメールにて報告する。 

 
12．その他 
① ごみ箱は設置していないため、ごみ等は必ず持ち帰る。 
② プログラム記載もれや訂正は⼤会本部まで申し出る。 
③ 貴重品は各⾃で保管するなど持ち物の管理には注意する。 


